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「デザイン理論」投稿規程

1.内 容:デ ザインに関する未発表の学

術論文,研 究報告,書 評等。

2.投 稿資格:本 会会員(共 著の場合は共著

者も本会会員であること)

3.採 択:採 否及び掲載号については編

集委員会で決定する。

4.査 読:学 術論文については,編 集委

員会が査読者2名 に査読を依

頼する。査読者は,(A嘸 条件

採用,B)条 件付採用,(C>不 採

用,と いう査読結果を編集委

員会に報告する。査読結果は

編集委員会が投稿者に通知す

る。

査読期間は2カ 月程度とする。

5.そ の他の投稿 ・寄稿:研 究報告,書 評,

図書紹介の投稿については,

査読はないが,編 集委員会に

おいて採否及び掲載号につい

て決定する。例会 ・大会(プ

昭和37年11月11日 改正,昭 和60年11月8日 改正,

平成2年11月10日 改正,平 成6年7月9日 改正,

平成14年11月9日 改正,平 成17年7月23日 改正

レ及 びパネル発表 を含 む)の

発表要 旨については,編 集委

員会 か ら寄稿依頼す る。

6.執 筆要領:別 に定 める。

7.提 出期 限:基 本的 には随時受 け付 ける。

た だ し学術論文 につ いて は,

査 読 のため,5月(春)号 掲

載希望 の場合 は,1月15日,

11月(秋)号 掲載希 望の場合

は,6月30日 を締 め切 りとす

る。研究報 告,書 評,図 書紹

介 は,そ れぞれ3月15日,8

月15日,発 表要 旨は,そ れぞ

れ3月31日,8月31日 を締 め

切 りとす る。

8.提 出 先:意 匠学 会編集委員会

なお,以 上 の規程 は,平 成17年7月23日 よ

り発効 す る。
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「デザイン理論」執筆要領

1.原 稿

・原稿 は,ワ ープ ロあ るいはパ ソコン ・ソ

フ トで作成す ることが望 ま しい。

・A4大 の用紙 に1行40字 ,1頁32行 程 度

で作成す ること。

・学術論文の場合 は,A4サ イ ズの レイア

ウ ト見本3部 同封 して編集委員 会宛 に投

稿す ること。(テ キス ト ・デー タ,図 表

版下 あるいは図表データは査読 を経 て掲

載が決 まった段階で,最 終原稿 として最

終的 な レイアウ ト見本 とともに編集委 員

会宛 に郵送す る。)

・研究報告 の場合 は,テ キス トおよび図表

データ とA4サ イズ の レイア ウ ト見本 を

郵送す る。

・書評 ,図 書紹介,発 表要 旨については,

テ キス トおよび図表 デー タとA4サ イ ズ

の レイアウ ト見本を編集事務局 に郵送す

るか,あ るいは編集担当者 に電子 メール

に添付 して送付す る。

・学術論文 ,研 究報告,等 の本文デー タの

フ ァイル形式はプ レー ン・テキス トかワー

ドに限 る。

・学術論文 ,研 究報告,等 の図表をデー タ

で提 出する場合,フ ァイル形式 はJPEG,

TIFF等 の一般 的な もの とし,解 像度,

画 像 サイズ等を適切 に設定す ること。 ま

たその場合 も必 ずデータのプ リン トアウ

トを添 付す ること。

・原稿用紙 を使用 す る場合 は,本 文 は400

字 詰 横書き原稿用紙 を使用 し,レ イアウ

ト見本を付す。

平成17年7月23日 改正

・投稿 に際 して は,原 稿 に コピーを手許 に

保存す ること。

2.原 稿 の分量

・学術論文 と研究報告の場合 は,本 文,図

版,図 表,注 等 をすべて含 めて,刷 り上

りで,14頁 以 内。(400字 詰 原稿用紙 で約

45枚)

・書評 の場合 は,刷 り上 りで2頁,4頁,

6頁 等 偶数頁 に収 まることが望 ま しい。

・図書紹介及 び発表要 旨の場 合は,刷 り上

りで2頁 に収 めること。

3.原 稿 の構成

・学術論文 と研究報告 の場合 は,本 文(図

版,図 表,注 を含 む)と は別に欧文要 旨

(原 則 と して英文)を 添付す ること。

・本文第1頁 に
,表 題,著 者 名,所 属機 関

名,キ ーワー ド,目 次を付す こと。

・欧文要 旨は,刷 り上 り1頁 とす る。語 数

は約200字 。 当該 言語 を母 国語 とす る人

によ る校 閲を得 てお くこと。

・キー ワー ド(和 文 と英文)は ,そ れぞれ

5語 以 内 とす る。

4.図 ・表の レイアウ トなど

・図版 はモノ クロームと し,位 置の指定,

大 き さ,レ イアウ ト,必 要な トリミング

な どはすべて執筆者 が行 うこと。

・図版な どの著作権 の問題が あると思 われ

る場合は,執 筆者自身が事前に許可をとっ

てお くこと。

・当学会は ,著 作権 につ いて の責任は負わ

な い。
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編集後記

『デザイ ン理論』編集事務の基本は,た と

えば 「学術論文」についていえば,投 稿者,

編集委員会,査 読者,印 刷所の相互関係を調

整 し,印 刷物を媒介にして会員への学術的価

値の還元を円滑に行 うことにあると考えます。

意匠学会におけるこうした相互関係と,そ こ

で行われる価値交換の信頼性は,先 輩会員諸

氏がこれまでに営々と築いてこられたものに

ほかなりません。そして今 日,編 集委員会と

編集事務局には,そ れを引き継ぎ,さ らに発

展 させることが求められていると思います。

現在の会員規模 と専門分布で,1年2回 とい

う発行ペースの学会誌 として,『 デザイン理

論』はどのようなシステムを備えるべきか。

今後も検証 と改良が必要だと思います。

「学術論文」は投稿者にとって努力の結晶

ですが,そ の査読もまた(結 果如何にかかわ

らず)投 稿者に敬意を表 し,報 いようしてと

行われるものです。決して安 くない投稿費が

徴集され,き わめて些少な査読謝金が支払わ

れるのが学会論文集の一般的傾向かと思いま

すが,本 会にはその両方ともありません。そ

うであれば,投 稿者 ・査読者双方に学術的価

値の追求に専念 していただけるよう,ど うし

ても発生する事務的労務を軽減できるような

システム上の工夫が必要と感 じています。

「例会発表要旨」は,今 後の研究シーズと

して,発 表者 ご当人にとってのみな らず会員

間に広く共有される学術情報です。これらを

(HPと も連動 させて)活 用可能な形式で蓄

積 ・記録するシステムが求められていると思

います。「書評 ・図書紹介」にも,速 報性 と

は無縁の発行ペースに独自のスタイルがあっ

てよいのかもしれません。

初あての東京大会,「 デザイン史分科会」。

こうした新 しい動向と成果についてもいきい

きと記録にとどめる 『デザイン理論』であり

たいと念 じます。(文 責:梅 宮 弘光)
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